
　
市
で
は
、
織
部
焼
が
史
実
に
登
場
し
た
二
月
二
十
八
日
を

「
織
部
の
日
」
と
制
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
、
「
織
部
の
心
作
陶
展
」
の
作
品

を
募
集
を
し
ま
す
。 

　
◆
作
品
規
定
　
織
部
焼
に
限
り 

ま
せ
ん
が
、
「
織
部
の
心
」
で
作 

陶
し
た
や
き
も
の
で
、
未
発
表
の 

作
品
に
限
り
ま
す
。
作
品
は
一
人 

二
点
ま
で
と
し
、
組
み
物
は
五
個 

ま
で
を
一
組
一
点
と
し
ま
す
。
作 

品
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
、
横
、
高
さ 

と
も
に
五
十
㎝
以
内
と
し
、
組
み 

物
は
全
部
で
五
十
㎝
立
法
以
内
と

し
ま
す
。
（
規
格
厳
守
） 

　
◆
出
品
料
　
一
点
に
つ
き
三
千 

円 　
◆
出
品
資
格
　
国
籍
、
年
齢
、 

職
業
は
不
問
　 

　
◆
申
し
込
み
　
生
涯
学
習
課
ま 

た
は
各
支
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に 

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
平
成
十 

六
年
一
月
十
六
日
（
金
）
（
直
接 

搬
入
の
方
は
、
搬
入
時
に
申
し
込 

み
）
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課
「
織 

部
の
心
作
陶
展
」
係
へ
提
出
し
て 

く
だ
さ
い
。 

　
◆
作
品
の
搬
入
　
平
成
十
六
年 

一
月
二
十
三
日
（
金
）
〜
二
十
五 

日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

に
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
へ 

　
◆
審
査
日
　
平
成
十
六
年
一
月 

二
十
七
日
（
火
） 

　
◆
審
査
発
表
　
審
査
終
了
後
に 

は
が
き
で
通
知 

　
◆
審
査
員
　
▽
鈴
木
蔵
氏
　 

▽
加
藤
幸
兵
衛
氏
　
▽
伊
藤
慶
二 

氏 　
◆
賞
　
▽
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
大
賞
＝ 

一
点
、
賞
金
五
十
万
円
　
▽
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
織
部
金
賞
＝
一
点
、
賞
金
十

万
円
　
▽
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
銀
賞
＝

一
点
、
賞
金
五
万
円
　
▽
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｉ
織
部
銅
賞
＝
三
点
、
賞
金
三
万

円
　
▽
入
選
＝
五
十
点
、
賞
状 

※
大
賞
作
品
は
土
岐
市
に
帰
属
し 

ま
す
。 

　
◆
会
期
　
平
成
十
六
年
二
月
二 

十
一
日
（
土
）
〜
二
十
九
日
（
日
） 

　
◆
会
場
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
・ 

大
ホ
ー
ル 

       

　
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
２
７
２
）
へ
ど
う
ぞ
。 

　
織
部
焼
、
あ
る
い
は
織
部 

好
み
と
い
う
日
本
の
伝
統
美 

の
中
に
、
現
代
に
共
通
す
る 

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
自
由
、
大
胆
、 

豪
放
華
麗
な
作
風
の
中
に
見 

ら
れ
る
新
鮮
で
斬
新
な
感
覚 

で
す
。 

　
時
代
を
は
る
か
に
超
え
、 

現
代
美
術
の
創
造
の
精
神
に 

通
じ
る
も
の
、
そ
れ
が
「
織 

部
の
心
」
で
す
。 
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前回の大賞作品 

杉山理之さん（高山市）「color bowls」 
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